
協和キリン高崎工場

新バイオ医薬原薬製造棟「ＨＢ７」　完成
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協和キリン株式会社高崎工場
工場長　松永　直樹
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■工　事　名　称：協和キリン株式会社新バイオ医薬原薬製造棟建設工事（ＨＢ７）
■発　注　者：協和キリン株式会社
■設　計　者：キリンエンジニアリング株式会社
■施　工　者：キリンエンジニアリング株式会社、大成建設株式会社
■建　設　地：群馬県高崎市萩原町番地１
■敷　地　面　積：，．㎡
■建　築　面　積：，．㎡
■延　床　面　積：，．㎡
■構造・階数：Ｓ造（免震構造）地下１階地上４階
■工　　　期：年月１日～年２月日

Life-changingな価値を大切に
　協和キリン高崎工場は、バイオ医薬品の開発から上市品の
製造までモノづくりを担う拠点です。当社はバイオ医薬品の
豊富な開発パイプラインを有しておりますが、スピード感を
持ってこれらの開発を進め１日でも早くLife-changingな価
値を患者さんに届けることが我々の大切な使命です。
　この度完成しましたＨＢ７棟には、治験原薬製造のパイロ
ット設備と、医薬品の製造管理や品質管理に関する基準であ
るＧＭＰに準拠した製造設備を併設し、モノづくりの面から
開発のスピードアップに寄与する狙いがあります。また、バ
イオ医薬品の製造を担う人材育成を継続的に行うため、ＨＢ
７棟内には人材育成システムを担う製造や品質管理作業のト
レーニング施設を立ち上げます。
　製品間の交差汚染リスクを低減する設備を活用し、より迅
速な治験原薬の供給を目指します。将来のスマート工場の実
現に向け、自動化やデジタル化など新しいチャレンジにも取
り組むほか、次世代の製造技術導入をスムーズに進めるため
の将来スペースも準備しています。製造作業のトレーニング
施設には、主要な製造プロセスについて製造現場と同じ操作
やシミュレーション作業ができる設備を導入します。
　当社は、昨年６月に米国ノースカロライナ州にバイオ医薬
品工場の建設することを発表しました。高崎工場とノースカ
ロライナ工場間の連携強化を図り、開発から上市までの技術
移管が容易になり、医薬品の開発をさらに加速させ、アンメ
ットメディカルニーズを満たす医薬品を患者さんに早く提供
することができます。
　これを実現するためには継続的に人材を育成することが重
要であり、高崎工場では人材開発室を新設しました。ＨＢ７
棟を活用し実技と座学を組み合わせた育成プログラムを更に
充実させていきます。将来的には社内のみならず国内のバイ
オ医薬品の生産人材の育成にも寄与できると考えています。
日本発のグローバル・スペシャリティファーマとして、病気
と向き合う人々に笑顔をもたらすLife-changingな価値の継
続的な創出を目指していきます。
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　キリンエンジニアリング株式会社は、本プロジェクトである工場の能力や
レイアウトを決める基本計画前のフィージビリティスタディーから検討を一
緒に行っています。その後、基本計画・基本設計を行い各設備の仕様の決定、
決定した仕様による購買およびコスト管理、発注したものの施工スケジュー
ル管理と調整業務および試運転を経て、プロジェクト全体の品質管理を行い
ました。
　協力会社はゼネコンである大成建設、設備工事のサブコンである栗原工業、
ヤマト、新菱冷熱工業、用水設備メーカーのオルガノの他、国内外のプロセ
ス設備やシングルユースメーカーがいます。１次協力会社が約社いる体制
を弊社は元請けとして全て取りまとめました。各協力会社様は弊社が提示し
た仕様や品質規定、安全規定に基づき、図面製作から資材の調達、現場での
施工および試運転の実務を協力頂いています。
　ＨＢ７棟は、ＧＭＰ製造エリア、パイロット製造エリア、研修施設である
ナレッジセンターと多岐の用途を有した棟になっており、これらのエリアは
当然のことながら衛生管理区分が異なってきます。これらをすべて同時に機
能させるためにエリア区画や動線などに配慮しております。また医薬品供給
・開発を止めないために、免振構造や発電機設置、設備の冗長化、洪水など
からの設備保護など、あらゆる災害を想定して構築しており、優先順位をつ
けて事業継続計画（ＢＣＰ）に基づいた対応を行っております。
　今回は治験薬かつシングルユースというディスポーサブルの資材を組み合
わせた設備の構成となっており、製造プロセスのパターンが多岐にわたる設
計でした。既存の製造棟の構築で培ったノウハウを元に、さまざまなパターン
の設備の組み合わせを施主のご担当者様と打ち合わせしながら決めて行き、
部屋のレイアウトやオペレーションを決定する部分に時間を費やしました。
　今回、施主としてリードをして頂いた協和キリン株式会社の工務部および
原薬４課、バイオ生産技術研究所の皆さまのご協力が大きく、工務部様には工
程やコストの相談や、原薬４課とバイオ生産技術研究所様には海外メーカー
特有の仕様に対する対応策などスピード感をもって解決の方針を立てていた
だき、調達から試運転までスムーズに業務を進められた点に感謝しています。
　他にも総務部や環境安全室の皆さまと工事期間のエリア調整や安全、環境
に関する協議を前広に実施できたことで、大きな事故もなく工事完了できた
点が良かったと考えます。また協力会社様には、昨今の作業員不足や調達品
の長納期化が進む中、絶大な協力のもと納期通りに完成に至り感謝していま
す。

キリンエンジニアリング株式会社　高崎事業部マネジャー　魚井悠紀

　ＨＢ７棟は、バイオ医薬品の原薬製造において必要な
初期開発治験原薬用のＧＭＰ製造設備とパイロット設備
を有する同一のシングルユース製造設備です。
　本工事は協和キリン様がキリンエンジニアリング様に
対して元請け発注し、そこから私共建築、各設備工事が
サブコンストラクションとして参加する形態となってお
り、建築工事を大成建設が担当しました。
　この受注形式で最も重要なことは、ＨＢ７棟の躯体工
事ありきで、いかに躯体工事をスムーズに進め、後工事
で乗り込む各設備担当に迅速な現場提供をすることにあ
りました。労務不足という環境下で工程の遅れが心配さ
れましたが、続く内装工事や他のサブコン各社へ影響を
与えないように支店と協力して労務調整、仮設計画の見
直しをかけ、内装工事へ橋渡しする調整を実施しました。
　これらの対策をキリンエンジニアリング様にご理解い
ただき、内装工事については各部門工事同士の連絡、伝
達体制を組み上げ、配管や一部の機械設備などの先行作
業を含めたプロセス工事として意思疎通に遅れやずれの
生じないよう気を配りました。
　建築部門としての課題は、敷地をほぼ使い切る建物で
あること、そのために周囲の工場施設に影響を与えない
配慮、安全対策を必要としました。また、ＨＢ７棟に設
置される機械設備類の重量を考慮し、建物床をはじめと
する強度や品質の管理に努めています。作業環境面では、
夏季に続いた猛暑日で作業員の健康管理を怠らない工夫
なども専念しました。
　年から稼働しているQ-TOWER（品質管理棟）
から続けてご下命を賜り、協和キリン様やキリンエンジ
ニアリング様からの評価をいただけたことや、Q-TOWE
Rから引き続き参加してくれた協力業者、新たに加わっ
た協力業者の努力などに支えられ、無事にお引き渡しで
き安堵（あんど）しています。
　大成建設株式会社関東支店
　協和キリン株式会社ＨＢ７棟建設工事作業所

作業所長　山本兼太朗
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１階カフェテリア １階トレーニングセンター ３階本培養室


